Tales of the Suffering Prince and the Myth or Regality in East Asia by 金, 文京
Title東アジアにおける太子受難説話と王権神話
Author(s)金, 文京




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University


























































































































































































鼻の下は,人相術で言うところの ｢人中｣である｡ 敦燥文書のペリオ三五八七紙裏の ｢相
書｣一巻は,｢漢朝許負｣以下十三人の人相見による (その中には東方朔の名もある)人相術の解
説であるが,ペリオ二五七二に見える同書の残巻のうち ｢人中第十二｣に,｢凡そ人,人中深






















な ｢邦書燕説｣ (郡の書を燕で説く)の話である｡ したがってもとは郡の人が燕の国の宰相に手
紙を出す話であって,鄭簡公が燕照 (昭)王へというのではない ｡ ただし 『芸文類衆』巻八
十 ･『自孔六帖』巻十四 ･『太平御覧』巻五九五など唐未聞の類書におけるこの故事の引用は,
みな ｢郡｣を ｢鄭｣に誤っており,この誤字は決して ｢太子伝｣の筆者によるものではない｡
簡公 ･照王というのは,むろんどちらもでたらめで,おそらくは ｢簡｣(手紙)を燭で ｢照｣
らすというところからこじつけたのであろう｡ この名前は ｢太子伝｣以外には見えない｡
この話が宋玉の話の次に置かれているのは,おそらく宋玉の出身地の郡と郡が共に楚の故都
であり,互いに近く (郡は郡部のすぐ南,現在の湖北省江陵付近), しばしば ｢郡部｣と併称され
たことによるのであろう｡ ｢鄭｣の字は,｢郡郡｣ どちらとも字形的に誤認されやすく,特に




最後の第五話は, いわゆる断柚の癖 (男色)の典拠であり,『漢書』巻九三 ｢俊幸伝｣にほ
ぼ同じ内容が見えている｡ ｢挙燭｣ の話が賢者を登用して国が治まったというものであるとす
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1(劉家太子の話)(王権神話)- [媒介 :南陽の張氏 ･崖蕃山]- 2(張憲の話)
(西域-敦蛙の南陽張氏)- [媒介 :崖蕃山]- (西王母と漢武帝,東方朔の話)-
[媒介 :南陽の遺跡]- 3 (宋玉の話)- [媒介 :｢郡部｣と ｢鄭｣の誤読 ･人材
登用]- 4 (挙燭の話)- [媒介 :人材登用の成否]- 5 (董賢と王葬の話)

























ろう｡ たとえば張氏の初代,張義 (読)潮の活躍を措いた ｢張義潮変文｣では,張義潮を ｢敦

































































1) この作品については,すでに金文京 ｢中国民間文学と神話伝説研究- 敦煙本 『前漢劉家太
子伝』を例として｣(『史学』六六一四 平成九年 慶応義塾大学三田史学会)であらましを検討
した｡本論はこの論文にさらに改訂加筆をほどこしたものである｡
2) 逸書｡真福寺所蔵旧抄本 『玉周玉集』残巻に三条 (『玉函山房輯逸書補編』),敦燈写本スタイ
ン二〇七二 『玉周玉集』残巻に七条引用されているが,この話はどちらにも見えない｡
3) 登文寛 ｢帰義軍張氏家族的封爵与郡望｣(『敦蛙吐魯番学研究論文集』上海古籍出版社 1990)｡
4) 鏡宗願等編 『敦煙貌真讃校録並研究』(新文豊出版公司 台湾 1994)｡
5) 王恵民 ｢古代印度賓頑虞信仰的産生及其東伝｣(『敦建学輯刊』1995-1),金文京 ｢敦煙出土
文書から見た唐末代の賓頑慮信仰｣(吉川忠夫編 『唐代の宗教』朋友書店 2000)｡
6) 注5)金論文参照｡
7) 張広達 ･栄新江著 『干聞史叢考』(上海書店 1993)62頁｡
8) 栄新江著 『帰義軍史研究』(上海古籍出版社 1996)第六章 ｢金山国的建立与滅亡｣｡
9) 注7)所掲書38貢｡
10) 同右 110頁｡
ll) ただしこの話には 『大唐西域記』やチベット語の ｢牛角山授記｣などに異伝がみえる｡ 同右
199貢以下参照｡
12) 同右 110頁｡
13) 注8)所掲書228貢｡
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